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平 成 2 8 年 度  委 託 研 究 開 発 成 果 報 告 書 

 

 

I. 基本情報 

事  業  名 ： （日本語）研究倫理に関する情報共有と国民理解の推進事業 

      （英 語）Public Understanding and Information Sharing on Research Ethics 

(Ethical, legal and social issues on the practical application of genome medicine) 

 

研究開発課題名： （日本語）クライエントを対象とした遺伝カウンセリングのガイダンスの検討 
－遺伝カウンセリングの有効活用に向けて－ 

      （英 語）Investigation of pre-information on genetic counseling for clients 

 

研究開発担当者  （日本語）客員研究員 吉田 晶子 

所属 役職 氏名： （英 語）visiting researcher Akiko Yoshida 

      

実 施 期 間： 平成 28 年 12 月 12 日～平成 29 年 3 月 31 日 

 

分担研究     （日本語） 

開発課題名：  （英 語） 

     

研究開発分担者   （日本語） 

所属 役職 氏名： （英 語） 

 

 

II. 成果の概要（総括研究報告） 
  （和文） 

クライエントへの事前情報（ガイダンス）を検討することを目的とし、研究協力者 5 名とともに、

文献検索を行った。国内外の成書やガイドライン、Pubmed による文献検索を行い、「クライエント

に事前に示すことで役立つと考えられる事項」や、「遺伝カウンセリングにおいてクライエントに求

められること」など、ガイダンス案に必要と考えられる項目の抽出のため、内容分析を行った。 
（英文） 

We conducted context analysis with five researchers to develop prior information of genetic 
counseling for clients. We have reviewed guidelines or books about genetic counseling. In addition, 
we collected previous reports by Pubmed search using some keywords. In context analysis, we 
focused on some view such as "useful prior information for genetic counseling clients" or "What 
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is required of client in genetic counseling". 
 

III. 成果の外部への発表 
（１）学会誌・雑誌等における論文一覧（国内誌  0 件、国際誌  0 件） 

 

（２）学会・シンポジウム等における口頭・ポスター発表：平成 28 年度は発表なし 
 

（３）「国民との科学・技術対話社会」に対する取り組み：平成 28 年度の取り組みはない 
 

（４）特許出願 

特許申請なし 


